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2018年度事業報告書 

 

Ⅰ．事業の概要 

 

公益財団移行４年を経て、テーマごとに核となる活動とその発信ができてきた。 

自主事業においては、当財団の強み（教育の知見やノウハウ等）を活かしなが

ら、病院、大学、NPO、企業等さまざまなセクターとの協業によって開発した学

び支援プロジェクトの枠組みづくりや教育プログラムの展開・普及に取り組ん

だ。 

助成事業においては、年間 3 テーマ（「重い病気の子どもの学び支援」「経済的

困難な子どもの学び支援」「災害地の子どもの学びや育ちの支援」）で実施して

きた助成の枠組みを、設立から積み上げてきた実績と環境変化を踏まえ、成果が

より高まる助成プランに設計し直し、実行した。 

 

 

＜主な事業実績＞ 

 

１．自主事業  

 

（１）子どもの安心・安全を守るための活動 

小学生の安全プログラムのスタンダードを目指すためのベースとなるコンテ

ンツの普及。 

① 低学齢対象 防犯プログラム 

・「子どもの安全・安心ハンドブック」の全国普及：約 13.2 万部 

・講師用プログラム：225 部 

② 高学齢対象 スマホ・ネットの安全活用プログラム 

・「初めてのスマホ安心ガイドブック」：約 11.5 万部 

・講師プログラム：318 部 

 

（２）経済的困難を抱える子どもの学び支援 

当財団×先進団体で、相互にリソースを補いながら、現場の知見を活かした課

題解決モデル実践・共有（解決案提示）や課題のアドボカシー（社会的認知

の向上）に取り組む。 

① 担い手人材育成：地域の複数団体の連携による人材育成モデルづくり 

② 子どもの学びの質向上：先進的な NPO と 2 件のプロジェクトをスター

ト。次年度本格活動フェーズに 
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③ 社会発信/アドボカシー：地域の子ども支援の現場の課題についての調査を

計画。大枠フレーム設計まで進行 

 

（３）重い病気や障がいを抱える子どもの学び支援 

院内学級 PJ の継続モデルの構築と、発達障がい支援保護者プログラム開発・

普及に取り組む。 

① 病気：院内学級プロジェクト 

・プロジェクト参画校（東京都内の特別支援学校：都立北特別支援学校、都

立小平特別支援学校、都立光明学園、都立墨東特別支援学校）との連携によ

る情報発信や行政への働きかけ等を実施。 

・プロジェクト参画各校の活動実態を改めて把握し、2019 年度以降のプロ 

ジェクト計画を立案。 

② 障がい：発達障がい支援 

・子ども向け：東京藝術大学 COI 拠点 や、特非）ADDS と連携し、音楽 

・映像と療育を組み合わせた発達障がい支援ワークショップを横浜、金 

沢で開催。 

・保護者向け：継続支援のモデルとなる保護者向けプログラムのパッケー   

ジをテスト実施。2019 年度標準化の目途がたった。 

 

（４）よりより社会づくりにつながる学び支援 

 “ソーシャルリーダーシップ”を育む多様な学びプログラムの開発・普及。 

 社会的重要性が高く当財団の強みが活かせるテーマについて、案件ベース判 

断で取り組みを行う。 

※当財団では、“ソーシャルリーダーシップ”＝地域やコミュニティに主体的に関わり、社会 

 をよりよくしていく一員としての役割を果たすことができる力」と定義。未来を生きるす 

べての子どもたちに必要な力として育んでいくための多様な学びの機会を提供していく。 

① 【小・中・高校生】「パラリンピック教材」の開発 

・日本財団パラリンピックサポートセンター／日本パラリンピック委員会 

との共同開発 

  ・小学校版／中高生版の開発と普及 

※2019 春に小学生版第 3 弾、中高生版第 2 弾を全国のすべての小中高 

等学校にお届け予定 

②【就学前】「親子でチャレンジ国際理解！ちびっこおえかきコンテスト」 

・特非）グッドネーバーズ・ジャパンとの共同事業 

・後援：外務省、文部科学省、JICA 

・全国 2,083 作品の応募 → 入賞 10 作品／佳作 40 作品／団体賞 1 園を

選出し、2019 年 2 月 23 日(土)に表彰式を実施 
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③ 【高校生】英語ディベート日本代表チームの選抜と育成、国際大会への派

遣 

・一社）全国高校英語ディベート連盟国際委員会（HEnDA)との共同事業 

 

 

２．助成事業  

 

（１）重い病気を抱える子どもの学び支援活動助成 

 重い病気を抱える子どもの学び支援を行う団体の活動を対象に助成を行っ

た。 

  助成件数 ７件 

   助成総額  8,402,753 円 

 

（２）経済的困難を抱える子どもの学び支援活動助成 

 経済的困難を抱える子どもの学び支援を行う団体の活動を対象に助成を行っ

た。助成プランを改訂し、複数年助成とした。 

  助成件数 ７件 

   助成総額 計 16,408,000 円 （初年度） 

 

（３）「平成 30 年 7 月豪雨」で被災した子どもの学びや育ちの支援活動助成 

 緊急助成として、「平成 30 年 7 月豪雨」で被災した子どもの学びや育ちを

支援する団体の活動を対象に助成を行った。 

   

助成件数 29 件 

   助成総額 19,994,198 円 

 

 

３．広報 

 

・年間サイクルと基本ツール（アニュアルレポート、助成報告書等）の制作。  

・Facebook の開設による発信力強化。 
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2018年度決算報告書 

2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日（平成 30 年 4 月１日～平成 31 年 3 月 31 日） 

 

Ⅰ．貸借対照表 
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Ⅱ．正味財産増減計算書 
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Ⅲ．財務諸表に対する注記 
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Ⅳ．附属明細書 

 

 

 

 

Ⅴ．財産目録 
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※ 「監査報告書」 

 

 

 


